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１． 本年度の研究成果 

本年度は主に乳癌患者のサバイバーシップに関連する薬物療法の副作用（妊

孕性や外見変化等）についての医療機関における情報提供体制と患者ニーズ

の実態を調査した。 
1) 

2009 年 7 月－10 月にかけて、国立がんセンター中央病院の通院治療セ

ンターにて外来化学療法中の癌患者約 600 人に対し、癌治療による副作

用の実態調査を行った。現在データの集計中であり、患者背景別の特性

について解析を行い、副作用とその情報提供に関する癌患者のニーズを

探索する。今年度中に報告予定。 

外来通院化学療法中の患者に対する副作用に関するアンケート調査の実

施 

2) 

2000 年 1 月から 2004 年 12 月までの期間に国立がんセンター中央病院

において原発性乳癌に対する根治手術を受けた 40 歳未満の患者につい

て、カルテ調査を実施した。妊孕性についての関心を示した患者群と示

さなかった患者群の比較では、患者背景（年齢、出産歴、臨床病期）お

よび医師からの情報提供の有無、薬物療法の内容に有意差を認めた。

2009 年 10 月に海外学会にて結果を発表し、現在論文を作成中である。

今後国内での実態を明らかにするために、乳癌学会認定施設における多

施設での調査を実施予定である。 

若年乳癌患者に対する薬物療法の情報提供と治療選択に関する実態調査

の実施 

3) 
患者の卵巣予備能を評価するよい指標がないことが、若年乳癌患者の治

療後の妊娠出産プランを立てることを困難にしている。より正確な情報

提供を行うために性周期に依存しない Anti Mullerian Hormone 値によ

る卵巣予備能測定法の研究を計画しており、今年度中に開始する予定で

ある。 

卵巣機能予備能測定法の開発 

4) 
2009 年 10 月乳癌患者サバイバーシップに関連する国内の他の研究班と

の合同班会議を開催した。相互の研究内容の紹介、討議によってそれぞ

れの研究班の特徴と目標が明らかとなり、幅広く包括的なサバイバーシ

乳癌患者のサバイバーシップに関する研究者会議の開催 



ップ支援プログラムを構築することにおいて有意義であると考えられた。 
 

２． 前年までの研究成果 
1) 

40 歳未満の乳癌患者の臨床病理学的背景および予後に関する後向き研

究を実施した。多変量解析にてリンパ節転移の有無、リンパ管侵襲の有

無、ER/PgR/HER2 によるサブタイプが予後に関連する因子として残っ

た。このような乳癌の再発リスク予測モデルは、患者の乳癌初期治療後

の生活設計において重要である。この結果は 2009 年 2 月に海外学会に

て発表を行い、現在論文を投稿中である。 

若年乳癌患者の予後因子の探索 

2) 

約 100 名の外来通院化学療法中の患者に対し癌治療の副作用に関するパ

イロット調査を実施した。その結果、患者の苦痛度の高い副作用として

髪の脱毛、乳房切除、手足のしびれ、嘔気・嘔吐、全身の痛み、二枚爪

などが上った。女性 90%、男性 74%が外見変化について懸念ありと回答

し、外見変化が大きいと感じた患者ほど QOL は低く、外見変化に対す

る対処行動がとれたと感じている患者ほど QOL が高かった。外見関連

副作用の情報提供に関して、80％の患者が治療開始前に必要と答え、

62％の患者が情報提供を医療システムに組み込むことを要望した。この

結果は 2009 年 7 月の国内学会にて発表を行い、現在論文を作成中であ

る。 

外来通院化学療法中の患者に対する副作用に関するアンケート調査副作

用に関するパイロット調査 

  
３． 研究成果の意義及び今後の発展性 
本研究は若年乳癌患者が、医療者からの正確な情報提供と自己決定のもとに、

乳癌治療中および治療後によりその人らしい生き方ができることを支援するプ

ログラムを構築することを目的としている。外来通院化学療法中に癌患者に対

する副作用調査は、2000年以降の実態調査としてはじめてのものであり、新規

抗がん剤導入後の癌患者の具体的ニーズが明確となる。このデータはより正確

な情報提供に貢献するだけでなく、今後より重点的に効果的な予防法やケアを

開発すべき副作用を知る手掛かりとなる。また、若年乳癌患者に対する薬物療

法と治療選択の研究においては、患者が治療後の妊孕性について意識し、表現

できているかどうかにより提案・選択する薬物療法が変わり得ること、患者の

意識を向上していくためには医療者がサバイバーシップについての意識を高め

ることの重要性が示唆された。今後多施設での実態調査を通じて、サバイバー

シップに関する情報提供の均てん化にあたっての問題点と改善方法を提示する



ことが期待される。本研究を継続し、乳癌患者のサバイバーシップに関するニ

ーズをさらに掘り起こし、より包括的な支援の在り方を提示していきたい。 

 
４． 倫理面への配慮 
本研究のなかで行われた調査研究、後向き研究、および今後計画しているすべ

ての研究は、「臨床研究に関する倫理指針（文部科学省/厚生労働省・平成 19 年

8 月 16 日改正）」「疫学研究に関する倫理指針（厚生労働省・平成 20 年 7 月 30
日改正）」に準拠し、国立がんセンター中央病院の倫理審査委員会の審査・承認

を得て実施する。 
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